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令和７年第９回大川市教育委員会（定例会）会議録 

 

令和７年６月３０日、大川市役所大会議室において、令和７年第９回教育委員会（定例会）を開催し

た。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １４時００分 

閉会  １６時１５分 

 

２．出席委員の氏名 

教育長職務代理者  谷川 朋昭 

 委  員  蔵本 美保子 

 委  員  今村 秀一 

 委  員  木下 明子 

 

３．欠席委員 

なし 

 

４．事務局等の出席者 

学校教育課長          添田 宗孝 

学校教育課主幹指導主事     下川 勝彦 

生涯学習課長          永島 潤一 

学校教育課課長補佐       緒方 範子 

学校教育課学務係長       坂本 さとみ 

生涯学習課課長補佐       米永 英人 

生涯学習課参事         岡 美詠子 

生涯学習課文化・社会・人権・同和教育係長 道井 真広 

記録者・学校教育課総務係    相浦 一也 

 

５．傍聴者 

１人 

 

６．付議案件 

審議事項 

（１） 議案第２９号 大川市地域学校協働活動推進員の委嘱について 

（２） 議案第３０号 臨時代理の承認について（大川市社会教育委員の委嘱について） 

（３） 議案第３１号 臨時代理の承認について（大川市学校運営協議会委員の委嘱について） 

（４） 議案第３２号 大川市学校給食費補助金交付要綱の制定について 

（５） 議案第３３号 教育委員会の点検・評価について          

報告事項 

（１） 会計年度任用職員等の任用について  

（２） 南筑後地区教育委員会連絡協議会第１回研修会について 

 

７． 教育長職務代理者挨拶の要旨 

先週末、今年最初の中体連が開催された。大川桐英中、大川桐薫中とも色々な部活動で良い成績
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を修められたと聞いている。地区大会に上がっていく部は、まだまだ暑いなかであるが、一生懸

命練習をしていることだろうと思う。 

梅雨明けをしたのか、ものすごい暑い天気となっている。明治橋に立っていると、小中学生が

元気に登校はしているが、ものすごく汗をかいて登校している子ども達が多い。なかには日傘を

さして、登校している子ども達もいる。学校の方でも登下校時、体育の授業、昼休み、部活動の熱

中症対策というところには、十分に留意をしていただきたいなと思っている。 

最後に、ここ数日暑くなってきたので、全国各地で水の事故がおこっている。小さい子から大

人まで水による事故で怪我をしたり亡くなられたりというケースを耳にしているので、市内小中

学校においても学校でも先生達からしっかりと水の安全、暑さ対策というところの指導をお願い

する。 

 

８．議事の大要 

審議事項 （１）議案第２９号 大川市地域学校協働活動推進員の委嘱について 

質問・意見等なし 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 
（２）議案第３０号 臨時代理の承認について（大川市社会教育委員の委嘱に 

ついて） 

質問・意見等なし 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 
（３）議案第３１号 臨時代理の承認について（大川市学校運営協議会委員の

委嘱について） 

質問・意見等なし 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 （４）議案第３２号 大川市学校給食費補助金交付要綱の制定について 

委 員 

 

 

事務局 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

補助金交付申請期間があるかと思うが、期間を超えた場合、受付はできないの

か。 

 

 期限はあるが、異動が生じたりするので、変更申請などで対応していきたい。 

 

 補助金の交付申請はインターネット上でできるのか。 

 

 市外学校在籍者はインターネット上で様式を取れるようにしたい。市内学校在

籍者は学校長を通じて紙で渡す形となる。 
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委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 市内学校と市外学校と在籍者数の内訳は把握しているのか。 

 

 市外学校の在籍者は 65名となっている。 

 

 告知の方法が市報とホームページとあるが、市外学校在籍者への通知はどのよ

うな形で考えているか。 

 

 直接郵送を考えている。 

 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 （５）議案第３３号 教育委員会の点検・評価について 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長職務代理者 

 

 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

20ページの学力定着のところで、以前もはがれ落ちる学力のことを聞いたが、

小中学校が連携しての学力向上に関する今後の方針は何かあるか。 

 

 大川市は、元々保幼小中連携をおこなっているということで、同じ中学校区内

での教師の関りというのが当然あると思うし、市全体で大学研という研究をおこ

なう組織というのがある。そういったなかで小中学校の教員が授業レベルで話を

する機会があると思うので、そういったところを充実させていくというところは

あると思う。もう一つ、大川小と大川桐英中が同じ敷地内もあるというところで、

連携をかなり進めていたという経緯があるので、今後も少しずつ広げていくとい

う考えである。先程もあったが、英語の先生が専科として、中学校から小学校に

行って授業する、そういった取組もまた進めていければと考えている。 

 

27ページの真ん中のグラフで、小学校のフッ化物洗口は希望者であるが、三又

小学校が他の学校に比べると、かなりパーセンテージが低く、３割程度の児童が

していない数値であるが、何か理由があるのか。 

 

学校にも確認したところ、まず、保護者の同意が得られていないとのことであ

った。 

 

フッ化物洗口の効果で「実施期間が短いため、検証できていない。」とあるが、

実施期間が短いというのは、実施している年度数が短いということか。このよう

な効果を判定する欄があるということは、それに見合うような、むし歯の罹患率

など、何か数字として比べられるものがあった方が、信憑性が高くなると思うの

で検討いただきたい。 

 

 議会の方からも指摘を受けており、歯科医師会にも相談をしている。昨年、歯

科医師会との懇談会のなかで、先生方に効果についてお尋ねをしたが、令和２年

度から始めたが、あと３年ぐらいで結果がでるのではないかと伺っている。今の

段階で数値として出せるものがなく、むし歯は処置していくので、むし歯の数で

も出せないし、フッ化物洗口をしている、していない、というのも個人をずっと

追っていかないといけないので、今の段階で出せないというのが正直なところで
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教育長職務代理者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

教育長職務代理者 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

ある。今後の大きな課題として受けとめており、歯科医師会からもあと３年と言

われているので、何らかしっかり結果を出して、今後どうするのか考えていきた

い。 

 

 関連して、フッ化物洗口をしはじめて 10 年近くでないと成果や効果が出てこ

ないということであれば、例えば小学校に入学してから、１人の子どもが６年間

これを続けたとして６年、10年近くというと、中学校までフッ化物洗口を続けて

いくということになる。小学生のうちに結果、成果、効果を出すというのであれ

ば、長いスパンでも６年、１年生から始めて、６年卒業時に６年間フッ化物洗口

した子どもの結果等がでないと、歯科医師会が言われる７年８年となれば、単独

では追っていけないという考え方になってしまうかと思う。１人の子どもを経年

で追っていくと、最長でも中学校前までしないのならの６年間で効果がでるとい

う、歯科医師会の先生の判断をしていただかないと、これで効果がわかならいと

いうと、これをしている子ども達も保護者も何のためにしているのかになってし

まうのではないか。歯科医師会はどのように言われているのか。 

 

 道海島小学校が先行してやっていたが、６年間のデータとしては、むし歯があ

るなしのデータだった。クラスごとに追っていっても、わからないのが実情であ

った。 

 

 一人平均むし歯経験指数、ＤＭＦＴというものがあり、むし歯本数の平均を出

しているが、これは希望者しか出しておらず、このデータが正しいと判断できる

のかは、少し疑問がある。令和３年の１年生の平均ＤＭＦＴが 0.04、令和６年に

４年生になって、0.23になった。実質的には効果はみられず、判断できないとい

う状況である。ただ、フッ化物というのが医学的には効果があると既にわかって

いるので、希望者だけの検証というのをどのようにやっていくのか悩んでいると

ころである。 

 

小学校６年間の週１回で効果として現れないが、中学校の３年間含め、例えば

10年してはじめてその効果が表れるというフッ化物洗口なら、小学校の６年間も

無駄ではないが、もったいないなと思う。検証期間が、９年、10年かかるとすれ

ば、就学前の段階であるとか、小学校の６年間を挟んで、中学校までのもう少し

長いスパンも考えてみることはできないのか。 

 

歯科医師会からは中学校もとの話があっていたが、色々な事情もあり、そこま

で至っていないというのが現状である。あと、家庭での歯磨きの習慣とか、フッ

化物をしている子と、歯磨きだけをしている子と、同じ条件ではないというとこ

ろもあり、毎日同じ条件で家でも歯磨きをしたうえでのフッ化物洗口ということ

であれば良いが、効果の検証は悩ましいところではある。しかしながら、今後何

らかの形でやっていかなければならないと思っている。 

 

43ページの総合評価欄の文化財の適切な保存・活用のところで、文化財専門職

員の配置が必要であると記載されているが、現在のところで見直しが確定してい

ることや、目途はついているものがあるか。また、清力美術館がとても活況であ

り、目標値を達成しているということであるが、記載されている多様な企画展の
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委 員 

 

 

 

  

 

事務局 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

教育長職務代理者 

 

 

事務局 

実施や広報活動以外のことで、目標達成できた要因を教えていただきたい。 

 

文化財専門職員の配置については、現在のところ見通しは立っていないが、必

要性は以前から感じているところであるので、担当課としては取組んでいきたい。 

清力美術館については、今度また企画展があるが、単なる展示会ではなく、展

示会の前から地域の方々とワークショップをやって、地域を巻き込みながら、や

っていくように進められている。美術館や公共施設としては、新しい取組かなと

思う。そのようなことを進めていって、地域の活性化を引き出していかなければ

いけないと感じている。 

 

38ページで、令和６年度の大川市総合美術展の出品者数と入場者数が令和５年

度に比べ減少しているが、理由は何か。 

 

特にこれといった原因はつかんでいない。個人的見解であるが、コロナ禍が回

復し、他でも色んなイベントが開催されるようになり、来場者が散ったイメージ

はある。そのようなことも原因のひとつではないかと思っている。とはいえ、減

少は気になるところであるので、今後分析できるかどうかわからないが、回復に

努めていきたい。 

 

それに伴って、総合美術展のジュニア写真の部門など、現在、写真に触れ合う

機会も多くなっていると思うので、そのようなことで応募者数をまだ伸ばせるの

ではないかと思うが、その辺の模索があれば教えていただきたい。 

 

具体的にまだ考えはないが、ここは伸びしろが期待できるところかなと思って

いる。子ども達は SNSやインスタなどに関心を持っているので、そういった活用

で幅を持たせるのか、その辺も含めて少し検討ができればと思っている。 

 

50ページの読書活動の充実の取組について、進捗状況は Bとなっているが、図

書館が自習室開放をしている期間というのが限られていると思うが、これに関し

て夏休みなどの長期休暇に限らず、学習する場などを提供できるのではあれば、

来館者数が増えるのではないのかなと思うが、そのようなことに関して今後、ど

のようなお考えか。 

 

説明が不足していたかと思うが、50ページの実績の欄では、毎日曜日及び祝日

にも開放している。 

 

例えばそれを平日などに広げる考え方はないか。学生などが勉強できる場に困

っているので、もしそういった場所として、あったら良いなと思うが。 

 

他市ではあるようなので、図書館の方とも今後協議をしたいと思う。 

 

以前、平日の利用がないので、平日は開放しないなど、何かしらの経緯があっ

たと記憶しているが。 

 

いくつか課題があり、まず２階の視聴覚室は、司書での管理がなかなかできな
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委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長職務代理者 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

い。目が届かないというのがあって、視聴覚室をフリーにするのも厳しいかなと

いう意見もでていた。定期的に管理ができるような休みの期間を利用して使って

いただく。図書館の利用は、新聞だけを読みにこられる来館者もいる。そういっ

た方々の場所がなくなってしまう。学生さんは勉強したいと思い、来館されるが、

長時間おられるため、他の方が座れない状況にあったので、ちょっと考えていか

ないといけないと思った。実際のところ、だいぶん改善され、図書館の利用は良

くなったなという感じである。 

 

管理が行き届かないということは、その方々がどのような動きをするか、使い

方をするか、こちらが安心できないということか。 

 

学校に例えると、必ず教員の監視下で自由にしている。図書館も図書館を運営

している側がずっといないといけないわけではないが、例えば２階の視聴覚室で

子どもが自由にしていると、万が一怪我をすると困るわけである。フリーに使わ

せるというより、そこで読み聞かせや布絵本講座を開いてそこを活用することで、

図書館としては工夫している。なかなか場所が見づらいところにあり、万が一の

子どもの怪我やトラブルがあった場合、実際もあったので、このような方の入場

は厳しいなと思ったので、職員の人数を増やしてもらって、交代でできる管理体

制が必要ではないかと思っている。 

 

公共の場の利用の難しさかと思うが、公共ではなかったら、そこまでの責任は

ないかと思うが、公共だとなかなか無理があるのかという感じは否めないかと思

うが。 

 

中高生になったら、自分でわかる年齢であるし、そのような人であってほしい。

全部自分で考えて行動するというところを市としては押し出しているところであ

ることから、それぞれの責任として、ここをこのように使用するという、生徒会

でも良いし、上から押し付けるではなくて、自分達がそのような場所が欲しいと

いうことであれば、このようにやっていきたいという動き方があっても良いので

はと思う。全部管理ではなく、使いたい方が集まる場所を作ってあげていくとい

うのも、形としてはありなのかなと思う。事故があったときの責任問題といわれ

ると、図書館の方も大変かなと思うのだが、子ども達に信じて任せるところがあ

っても良いのかなと思う。 

 

図書館の管理の難しさもすごくわかるのであるが、他の大きな図書館とか、海

外の図書館では、ある程度個人の責任のもとで存在しつつ運営しているというの

があると思う。折角活かせる場所があるのに、それが閉ざされた状態となってい

る。毎日継続して使用できるのと、定期的に使用できるでは、使い勝手が違うと

思う。例えば自己責任で一筆署名をもらって使用してもらうなどして、その場所

を活かせるようにできたらと思う。 

 

スポーツイベントの開催の件であるが、ハーフマラソンは素晴らしい企画であ

ったが、ランナーの方に色々話を聞いたところ、こんな素晴らしいところで、こ

んな大会が開催され、誇らしいとの意見もあった。これがもっと大きな大会にな

ると、走る人専用のエントリーするサイトがあるのだが、その方たちはそれをみ
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て、全国あちこちエントリーされている。もし、そういうところからエントリー

できれば、もっと沢山人が集まるのではないかと言われていたので、そのような

サイトを使ってもっと素敵な企画をお願いできればと思う。 

  

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

報告事項 （１）会計年度任用職員等の任用について 

質問・意見等なし 

報告事項 （２）南筑後地区教育委員会連絡協議会第１回研修会について 

質問・意見等なし 

 


